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今|十1の学′|モフォーラムでは,束 ボ大学大学院lif十k対!ifi

十系|け|'すこ「|のイ「琢 満教授にインタビューを行った llk

'こ】「論の 十七すと化,マ ルチ メデ ィアや Webへ の人耳1匁1能

Jに術のi芭|11といったテーマによRり和|んでいるイ「琢氏は,

学41il時代には|li像処メド.企 業l ll務|十代にはデイジタル移

助,也11をlilF′ダとしていた.本 インタビューでは, 人iに知能

と出公ったイ1琢氏がどのように|"F究を進めてきたかを軸

に,何げと杵び)吋除ザr献の1■要性について言吾っていただく

ことができた

1 人 工知能と出会うまで

イ|」衣lくは引て京人学の昨 lf i米外||において““像通信 ・処

PI!の|■すこに収 り和|み,1976年 に |1本1亡iキ電話在ヽ千11(現

NTTl i的 イlill「グと1)Fに人11千した。NTTで は, 十中:Lii来審土の

何「ダと十一
‐く″であった |イ像処メドではなく移動通信の仰F究部

‖
1に出己隅され, 次 ||に代のデ イジタル千多動i Tl作キの布チ「ダとを有セ

初にイ
ri「_することになった ち 卜↓,NTTは アサ

ーログ|||

l lJ!IⅢltli骨サーービス|‖Jな十iの+l ll段階であり, 白らヘルメッ

トをかぶ ,て トンネルのアンテナ にいに参力11したり, ま

た 800 MHzll抑いキ収l ilr作を作成 したりしたという。その

ホヽじ代は,〕サ↓ね!人句■G4!→
11しているtチtl lir作の授業で1舌か

されているとのことだ そ して, 東京大学′L産技術仰「究

|'「の夕次たli像情‖tttP世センター設立に除してFIJ教授 と

に′て,lFがかか |),1978午 束人に杉ることになる.!!1時,

イ1妖lくは杉rtti也111が
/声
|ほどヤ及する技術になるとは予

想 1)していなかったそうだ 携 '|けtt市子に始まる現イにの通

ii技術のイさ」とに 「こんなにも,LIIされるす支術になるとわ

かマ)てヽヽたデ,, |七i姉批|ンなかったかもしイしない 人 J!モはわ

からないもの ごJ よ`メょJと り亡li炎めかしてオ辰り,とる.

1979イ|をに東京で開 lfl!さイした I」CAI(International

Joint Conf`rence on Arthcial lntell埴enCe)で , イ「琢氏

は代に拘1能の状i )とに触れ,今 後は人i‖:角1能の分野がおも

しろくなるだろうとヽヽうに1次をもつ。その後の 1 9 8 0年

力す, 1イ|ザ1 1 ,米Hインデ Tアナ州 P u r d u e大学にて在外

仰1先をすることになった そ こで1氏は本格的に人i ! 1 1 1 1能

のイロF先にl k  l )判|み始めた

P u r d u e人学では, | 1町胆とするキ!象の構jとを文章の構

止とみな 1才て 6 J tにサ1そづ く村 た解析を行う楠 丈的パター

ン| ;まi l蛇ご杵名な K i n g  S u n  F u教授のもと,地 生後に建

4勿を診‖|千するシステ2、を| 1門俺するN S F l " F究費のブロジ

Lク トにみ力|と_た こ のシステムは,地 震で松害キを受

|十た41ど物ブ)れ|l lliぺ)↓111rしの十J‖)Fを支援するもの
~Gあ
る.

掩n g  S u n  F u l 【は′ヽターシ詔f i t の中1 1 町次であったが, 石

妖l くは′ヽターーシ| ; よi t t t ではなくル叫木をもっていた人 に知能

第 43回  石 塚 満 氏インタビユ
ー

「日不発の技術を世界へ」

図 1 石 妖l【を川んで

のアプローチをI Rることにした ★ l J市) F究者の J a m c s  T

R  Y a o教授はファジイメ| !論の 1 1木分野への応| | |でイド名で

あったが,  これとは共なるD e m p s t e r  S h a f e rメ| !論を取

り入れることで,知 f哉衣l tと」作1論にイく1杵i′'こ性を1廠| ) i△ん

だモデルを考案した こ の仰F究成,こが 1 9 8 1  l iのI J C A I

に採択 さ才し, メモが人i11知市とり)J■でべりってヽヽ く大きな111i

につながった

2 仮 説推論の高速化

米円での 1年
｀
11の滞治1を終え'占卜|するut,1/1Nで は

第T己世イtコンピュータプロジコクトが次台まろうと|ッてい

た。帰lFlしたイ「)家l【は,そ のフ
・
ロジェクトのワーキング

グループに参カロすることになる プ ロジェクトでは応サ||

的な研究 も行われていた力f, 大学では)【そ|'造的な仰F究を

行 う必要があるとをえたイ「琢氏は,押 i論と人市1)と(ルと

HJ)か ら小前1走(llt説)を 導 く高次打ti命である仮|た打ll命

の高速化に取 り和|んだ 仮 言,こ打1論は」tlll的な千法である

が, 111時は速度がり|:↑れ
'に
,圧いという1増胆力`あった よRは

19801tイ蛇後
｀
十二から10ん イヽliのF町, 1戊「)とJ十1:市iブ)|十i,と化の|"|

究をし, この分野において H除的な引1和liをイ|ること力fで

きた。仮説オ任論はll l約充足1出胆と独似 1/たフレ
ーユ、ワー

クを取っているが,仮 洗推論を明ti)劇したタイトルで論文

を発表していたため,制 約充)との分」けではあまり1,ど角|さ

れなかったことが/・t念と氏は市干iる

班和:ではl14i抗邦に,論の石'F究は行っていない力t,これは使

れ押:論の考え方は兆礎としては“夕だが、
″
ブさサ!向Fの大き

な発展は州たしいと考えたためだと氏は十11iる 機 は学i甲の

す支納すでもC4.5やベ イジアンネットワークなと
・
は広くツ

ール化されアプリケーションに利|||されているが,11文うこ

推論を用いたものは多くはない.1111けは処PI!||1町が怖|||

になっていたが,ア ルゴリスン、の高j吐化,ハ ー ドウ iア

性tとの改キにより実用時間での処PI!が+1丁市ヒになってきた
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ため,|「びl14+うこ推論が!え)ll l面でも注 口されるようになる

のではないか, と氏は考える.

このように氏は研究の実用化,標 準化をとてもi視 し

ている.人 に角1能は本質的にフロンティア領成に踏み込

んでいく分J中であるため,学 術的に新 しいものだけに注

||が保まりがちである そ のため,研 究の実用化という

泌せ史さがつきまとうフェーズに」文り細む人が少ない傾向

にあるとlRはlfiる.し か tン,Webに おけるネ器としての

HTMLの ような肥1/1声需iは,棟 準化され広 く利用され

るようになって初めて!丈用的な桐h値が出てくるものであ

る。「研究成米を実用に結びつけることは費用も人的コ

ストもかかるため,難 しいことではある。 しかし, 世界

と競争し,有)F先した技術の価値を高めるためにも実用や

,た業に結びつくことも意識して研究を行いたいJと 氏は

,よチt,△みをittiる

3 メ ディアに対するAI技 術の適用

イfttl【は1ケlf・坤!十課村において画像やメディアの

|づF究をしていたこともあり,1980年 代の終わり頃から,

メデ ィア技術と人!1二匁1能技術を融合することを考え始め

る。 メデ Tア 技術の進展もあ り,人 に如能と融合する

ことで,新 しく発七tするのではないかと考えたためだ

199011吹から, メデ ィアの宍|1的なインタフェースとし

てレ煎や姿形をもったビジュアルソフトウェアエージェン

トの仰F究を始めた

そして 1999年 から|1本学術振興会の木来開拓学術イリF

先生を受け,キ ャラクタエージェントの研究に取 り組ん

だ。この1口1先では,特 にキャラクタエージェントとのイ

ンタラクテ イブなマルチモーダルブレゼンテーションを

偉↑ilドに作成,流 通・机聴することを目的にしたマルチモ

ーダルブレゼンテーション市亡j玉吉語MPML(MultimOdal

Presentation Markup Language)を核にして開発を行

い, ||1界に↑午及させることを日指した。これはキャラク

タエージェントの何1究成果を実用化 し,広 く利用しても

らうためには, まず共illl未梓となるプラットフォームが

老ヽ 夕であると考えたか'ラだ。

インターネットα)|1界においては HTMLが 標準 とな

り,Webが 111界中に広まった。世界共通標準がない状態

では,論 だが多く!|モまれても半及しないことが多く, 世

の中に迷 lLされていかない.研究を実用化するためにも,

共通,ド■をつ く|)||け老ヽ要があった。そこで,氏 はマル

チモーダサレインタフェースの世界でも,標 準となる共通

的1遣,上十1+平|を|1精して MPMLを 考矢 ・設計 した 氏 は,

MPMLを ||1舛伴坪1にするため,多 くの海外発表やヨー

ロッパの開「先杵辻との交流も行った。

また。その町tの|1本では携村屯話の Web技 術が進歩

してお 1), 多くのユーザが有料ヨンテンツを利用するよ

うな】太i児であった そ こに持 |」した氏はあるベンチャー

企業と1協力し,枕 イ十すtill用の MPML― Mobileに よる携帝

コンテンツをKDDI au公 式」十一ビスにした。こオしはビ
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図2 初期のキャラクタエージェント

ジネス的には伸びず 1年 で終 」
′
となったが,世 界で最も

進んでいた日本の携帯電話における成功により,MPML

のデフアク トスタンダー ド化をなHっ たものだった。「こ

れを ム所懸命やったのは,お 金を儲けるというH的 では

なく,技 術の普及のため 携 帯電話の分野で MPMLが

普及すれば,そ れがほかの業界やlll界に広まるJと 氏は

考えた.MPMLは 世界標準にこそ至らなかったが,現

布:ヨーロッパで標準化が進められている記,と「ilヤiには

MPMLを 参H“している点もあるという

4 世 界を相手取る研究を

有塚氏は, インタフェースとしてキャラクタエージェ

ントにWeb技 術を用いたことをきっかけに,Webの 研

究を始めた。氏はWebが 始まった当初,HTMLを キい

てみて 「筒半に吉けるので,多 くの人々も利用するよう

になり,次 世代の主要なメデ ィアになっていくのではJ

という印象をもった そ こで,新 しい媒体としての Web

にAIの 技術をもち込み,Webを 対象にした打)F先を本格

的に始めた。

現在,石 琢氏が取 り組んでいるわ,F先の |1的は,テ キス

トや Webな どにおいて計算機が 「意味」をJ巴|‖し級え

る共通的プラットフォームをつくることである lil算機

にi弓業の意味すべてを扱わせることは難しいが, 人々が

容易に共通の認識をもてるような茂いレベルの意味を1放

わせることはできると氏は考える

2002年 頃から,石 琢氏は東京i li科大学教授の杖)卜後

夫氏らとともにセマンティックコンピューテ ィングの研

究を始めた。これは, 自然言語で記述されているテキス

トの意味をCDL(Concept Description Language)と

いう共通的記述言語で表現する取和1みである CDLと

は,W3C(WWヽ V Consortium)では C VヽL(Common

Web Language)と いう名称で標準化活」jlJをイrつている

ように,テ キス トの意味を十1算機が扱 うことを11的とし

た意味内容と構造を汎用的に記述するi tti評|である。CDL

は,計 算機用エスペラント語のようなものであり,デ ー

タの標準的記録と操作においてデータベースが,こたして

いる役告Jを,今 後載要となるテキスト情十kの意味の'“Wi
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的li亡録 と操作において米たすという CDLに 基づいて

コンテンツの内容を記述することができれば, もともと

択なる「i語で記述されたコンテンツi」十を同じ意味概念

A現 の中で扱うことができるようになる。また,CDLの

普及により,Webマ イエング, テキス トマイエングのさ

らなる応用技術の新基盤がつくられると氏は考えている.

現在は CDLを 普及させるために,Webテ キス トを

CDLに 変換するためのエディタを開発している 計 算

機にできるところは計算機で自動的に変換 し,計 算機に

できないことは,IMEの ような入力支援を利用 して人

1肖jが簡 |卜に補助すればよいという考え方をもっている。

変J兜エンジンがユーザの入力行動を学習するような知的

なエデ イタを用意することで,Web上 のコンテンツを無

理なくCDLに 変換することができるようになる.

|1本では Webを 対象にした多くの研究がされている

が, |lt界に影響を町‐える1支術をいかにつくり111すかとい

うことが大きな課胆となっている 残 念なことに,こ れ

まで Webに おける同際的な標準化において日本はほと

んど,【i杖できていない 個 人を児ればW3Cの ような国

際的な組織に参加|しているものの, 日本がプロジェクト

のリーダシップを取って標準化に貞献 したのは,NTT

ドコモによるわ夕格電話のブラウザぐらいである.恥 rebは

1ギittkの流通において'要 なインフラであるにもかかわら

ず,|1本 のl ll除すr献,技 術的な貞献は持無に近い。日本

|工1内ではさまさ
｀
まな】l‐k組みがなさオしているが, 日本から

1世界に技術を拘
本
ち出すまでには交っていない 氏 は,「同

内だけではなく,111界に広 く認められる"F究をする必要

がある.研 究のオリジナリテイが重要なのはもちろん,

外にどう実効力を児せていくかも重要であるJと語った。

lt界に技術を打ち出せない傾向はビジネスの面でも同

じである。例えば MicrOsOft社の場合,最 近では 10億

人相1子のビジネスから50億 人相手のビジネスに転換 し

ているといわれている こ れに対 して日本の企業は基本

的に|1本人を対象にした 1億 人相手のビジネスを考えて

いる.こ れでは田内で成功 したところで,海 外で競争力

をもつにはキモらない。アメリカの場合,ア メリカL■l内で

の成功が世ケトでの成功に高接つながるため,そ の点では

なまれている。また, ヨーロッパの小さい回の坊合,回
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内マーケットが小さいため,最 初から十11界を相1子にビジ

ネスを考えている.し かし,11本 の場合は,IH内 マーケ

ットがそれなりに大きいため,「呵内に'11カするあまり,

海外での抗争力を失ってしまう傾向があるのだという.

研究でも同様に,「J内で学術的な業績を認め')れるこ

とに留まらず,そ れを基株として広 く|1本の 可除荘業抗

争力強化に葉がるような気肌をもつことが夜要だと氏は

語る.

5 若 手研究者へのメッセージ

最後に,石 琢氏に恒例の若千研究者や学ri:へ向けてメ

ッセージをいただいた

「若いうちは新しいことにどんどんlkり和!んで欲 しいJ

と石塚氏は強制 した T可像処理から移動j山有iという企く

異なる分野に移 り,そ して数年も経たないうちに人 に匁|

能という新 しい研究を始めた出身の経験か'ラ,才れ うヽち

は,新 しい分野に移っても
一所懸命やれば,1ヽ 2年 で

第
ム線で清躍する研究者になれるというのが氏の考えで

ある。「そういう意味で大学から企業へ出たり,所 属を

変えたりするということは有意義だと思うJと氏はifiる
一時期の冬の時代を乗 り越え,近 年,Webな どの行1蚊

で申予しい人il:菊干能が老ヽ要とさオしている。このように,人

工知能の適用領域は少 しずつ俊化 してきている ネL会

においても人!11知能に対する期待が1好び高まってきてお

り,ベ ンチャーや新 しい産業がつくられる 丁能性がある

今,若 い研究者にもチャンスがあるのではないか 「人

ili知能は, 自分の研究人■をかけても枯れないテーマだ

と思っていますJと いう力強い言葉から氏の人 に角1他に

対する熟い想いが伝わってきた.

インタビューを通じて石琢氏は 「|十七界Jと いうi手業を

繰 り,とし使われた 言 葉の端々からlll界に認められる||

本の技術をつくり出したい, という氏の恕いがひしひし

と伝わってきた。今回のインタビューは,11の 1市の巾F究

で手一杯になりがちな我々にとって,今
一度,石,F究杵と

しての考え方を改める良い機会となった 1可内に限デ〕ず,

世界に広 く認められる研究を回指 して,こ れか',も子JF究

と白直研錯に一層励んでいきたい

〔中島  悠 (京都大学),教原 良彦 (慶ほ技挫大学)〕


